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論文内容の要旨
固体オルソ水素の秩序相における素励起である， リブロン (J=l の励起)やロトン (J=3 の励起)は，













る。調和近似理論は実験との比較にたえなしミ。本論文はリブロン (J = 1 励起) ，ロトン (J = 3 励起)
F目。門i丹、U
及びオルソ水素(パラ重水素)内に僅かに入ったパラ水素(オルソ重水素)に伴なう局在ロトン( J 
=2 励起)を統一的に論じたものである。ここで重要な非調和項は 1 つのリプロンが 2 つのリプロン
に分かれたり， 1 つのロトンがロトンとリプロンの一対に分かれる， 3 次の非調和項である。 1 励起
準位が 2 励起バンドと重なる場合，一一ロトンの場合に有効でなかった既存の理論と違って，本論文
は平均のグリーン関数のセルフコンシステントな解を求める方法を提案している。
得られた結果とラ・マン散乱データとの一致は満足すべきもので， とくに分極効果(ロトンの数を保
存しないプロセスによる効果)を考慮した結果は実験ときわめて良い一致にある。本論文で固体水素
の素励起の研究は終止符が打たれたものとおもわれる。じゅうぶん学位論文に値するものと判断する。
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